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では，遅延を考慮して評価された平均消費電力を最小化できるように PORT 法を改良した手法である PORT -D 法
ベンチマーク回路を用いてその有効性を示している oと PORT -MIX 法を提案し，











タとして評価する設計手法を提案している o 本手法は任意の CMOS 論理回路に対して適用出来るので，他のパラメー
タによる低消費電力化と併用して適用することが可能である。以上の背景のもとに，本論文は，消費電力を考慮した
























以上のように本論文は， CMOS 回路に対する消費電力を考慮した論理設計として，最大消費電力の評価， ローパ
ワー論理設計とそのテスタビリティについて述べたものであり，消費電力を考慮した新しい論理設計手法を提案しそ
の有効性を明らかにし，論理設計上でのローパワー設計に関する多くの知見を得ており，応用物理学，特に計算機工
学，集積回路工学に寄与するところが大きし、よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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